












































下図；立、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者の 4:t昼間の運転時間の

例を示したものである。図の空繍A、B、C、Dについて、次の選択肢 I～ 4

の運転時時の組み合わせを当てはめた場合、

の

となるものを 1つ選ぴ＼解答用紙の該当する摘にマ…クしなさい。なお、当該

4週間の運転時間は I人乗務のものとする。
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（詮1) 2日を平均した 1日当たりの遂転時間については、当該4週間のすべての日を特定日とすること。
（注2) 2遊関の起算日は 1日とする。
（注3）各労働自の始業時刻は午前8時とする。
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運行管理者は複数の荷主からの運送依頼を受けて、下のとおり 4日にわたる

2人乗務による運行計踊を立てた。この 2人乗務を必要とした根拠についての

解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、＜ 4日に

わたる運行計蕗＞に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

<4日にわたる運行計画＞
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L I人乗務とした場合、

と判断して、当該運行には交替運転者を配置したo

l人乗務とした場合主

と判断しい には交替

を配援した。

3. 1人乗務とした場合、 と判断して、

該運行には交替運転者を配置した。
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貨物自動車運送事業者において、次の概要のような事故が発生し、運行管理

者はこの事故原国を下記の｛事故の原因分析｝のとおり「なぜなぜ分析Jを行っ

たO この分析結果をもとに導かれた「事故の原因Jiこ基づき、社内の同種事故を

防止するために

はまるものを、｛考えられる再発防止策｝の中からそれぞれいずれか 1つ選び、

解答民紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては￥｛事故概要｝

及び｛事故の原因分析｝に記載されている事項以外泣考慮しないものとする。

｛事故概要｝

貨物自動車運送事業者の運転者は、背信号で交差点に進入し、左折しようと

したところ、電柱の影から飛び出してきた歩行者と鶴突し、重傷を負わせた0

．事故発生： 21時

＠天候：雨

e 運転者は、不慣れな車高の高い新型トラックを運転していた。

＠運転者は、新人でこの地域の地理に慣れておらず＼地図を確認しながら運転

していたo

e 運転者は、混雑のため、指示された運行時間に大幅に遅れて走行していた0

・歩行者は、雨のため傘をさしていた。
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合

｛事故の原因分析｝

なぜ1 なぜ2 なぜ3 なぜ4 事故の原盟 再発訪止策

[ A J 

[ B ] 

吟［ C J 

-0- I r u:.＂－ 品開 ！「一一一一

［鮮の原因 J可！！Y'.c~~ な Hr号台i傘をさ

えられる再発防止策｝

A 1. 自動車の運転者は、多様な地理的 e 気象的状況下での運転を余

なくされることから、運行経路、交通状況等を事前に把握させるとと

もに、それらの状況下における運転方法について、新人教育を含め適切

に指導する。

2.事業用自動車の車高、視野、死角、内輪差及び制動距離等は車両ごと

に異なることから、これらを十分に把握せずに運転したことに起因する

交通事故やヒヤl) 0 ハットの事例を用いて、新人の運転者に対し、自動車

の構造上の特性を把揮することを含め安全運転について適切に指導するO

B L 運行中の遅延、 トラブル等の発生を考慮した対応マニュアルを作成

し主これを確実に実施できる体制を整備するとともに、運転者等に周

知 e 徹底する。

2. 常に「安全運転Jが最優先であることをあらためて に徹底する。

C L に対しも i毒性診断結果を活用しても本人の

につい を徹底することにより、安全運転のための基本動

作を励行させる。

2. 適性診断結果の評舗の低い事故惹起運転者については、特別な指導を

行うことなし当分の時運転業務から外して、｛患の業務を行わせる。
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2,4
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